
日本の美に触れる講座「美の小箱」2016② 美術館ぶらり。

ふくやま書道美術館のご厚意により、所蔵の名品を特別に出して

もらい、ガラスケース越しではなく作品を目の前にして鑑賞や

書の楽しみ方について講師がわかりやすくお話しします。

鞆の浦をガイドさんと一緒に散策、体験もありますよ。

日　  時　　平成 28 年 10 月 22 日（土）

参 加 費  　一　   般 12,000 円　 
　　　　　PAL 会員 10,000 円
                  （入館料、昼食代、体験料込）

定　  員　  40 名 

　　　　　　（要申込、定員になり次第締切。
　　　　　　　　　　　　  最少催行人数３０名。）

対　  象　  15 歳以上

持 参 物　  マスク、ハンカチ

人気のじゃこふりかけをベースに、
12種類の具材を調合します。

10：00－11：30　ふくやま書道美術館で作品鑑賞！

■名品特別鑑賞
   　講師：島谷弘幸 ( 九州国立博物館長 )
　藤原佐理筆「頭弁帖」（重要美術品）、古筆手鑑「あし邊」を
　特別に間近で鑑賞しながら解説をききます。

■特別展「寛永の三筆と江戸の書」鑑賞。

8：30 筆の里工房出発！（８：00　広島駅新幹線口出発）

12：10－13：10　昼食 御舟宿いろはの鯛いろは漬け御膳。

13：10－14：10　鞆の浦で散策
万葉の時代から栄える港町を地元ガイドさんの
案内で楽しむ！

14：15－16：00　「鞆の浦 鯛匠の郷」で体験！

17：40 頃　筆の里工房着（18：10 頃　広島駅新幹線口着）

島谷弘幸先生
　　　　　　と行く

九州国立博物館長

魚のすり身を真竹につける
行程。仕上げは職人にお任せ。

鯛だしで味付けした、風味豊かな
おせんべを焼きます。
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 名品特別鑑賞と鞆の浦散策 ！

間近で作
品を

見るチャ
ンス！

ふじわらのすけまさ とうのべんじょう こひつてかがみ べ

日帰りバスツアー

３種類全部体験できるよ！
す
ご
い
ね
～

　　　　  島谷弘幸先生

　　　　  （しまたに・ひろゆき）

　　　　

　　　　九州国立博物館長。

　　　1953年、岡山県生まれ。

　   東京教育大学芸術学科書専攻

　卒業後、東京国立博物館で

　さまざまな展覧会を実施。

　　2011年、同館副館長に

就任。2015年から

現職。

と　も　　 　う　ら

かん えい　　   さん ぴつ
詳しくは
裏面をご覧ください。

     お申込・お問い合わせ先　　
　　筆の里工房　　

☎ 082-855-3010
FAX 082-855-3011

受付時間 10:00 ～ 17:00 ／月曜休館（祝日の場合翌日）
電話受付時間外は FAX をご利用ください。

〒731-4293 広島県安芸郡熊野町中溝 5-17-1
2016.6.30 現在

・参加費はツアー当日のお支払いとなります。

・最少催行人数に達しない場合、ツアーを中止することがあります。

・申し込みを取り消すときは必ずご連絡ください。場合によりキャン

  セル料が発生することがあります。詳しくは裏面旅行条件の「日帰

  り旅行取消料」欄をご確認ください。なお、同欄の「旅行開始日の

  当日」は、出発時刻の 10 月 22 日（土）午前 8 時までとなります。

・お申し込みの前に必ず裏面の旅行条件をお読みください。

申込締切　平成 28 年 9 月 30 日（金）



主催 一般財団法人筆の里振興事業団／企画・実施 ひろでん中国新聞旅行／協力 ふくやま書道美術館

■特別展「寛永の三筆と江戸の書」
　寛永の三筆と呼ばれる、江戸初期に活躍した本阿弥光悦、近衞信尹、松花堂昭乗の書をはじめ、同時代
　の天皇、武家、茶人、僧侶などの書を紹介する展覧会。筆の里工房寄託作品、後西天皇筆「源氏物語和
　歌二首断簡」、近衞信尋筆「消息」、徳川家康筆「書状」（大内基康コレクション）も出品されます。

ふじわらのすけまさ

とうのべんじょう

こひつてかがみ べ
＊古筆手鑑「あし邊」
　室町時代頃までの日本の古い書を「古筆」といい、古筆が切断されて残った「古筆切」をアルバム
　のように貼り込んだものを「手鑑」といいます。「あし邊」には、伝聖武天皇筆「大聖武」、源兼行筆
　「高野切第二種」など、数々の名品が貼り込まれています。

かん  えい     　　さん  ぴつ

ほん  あ   み  こう えつ       こ の え のぶ ただ しょうかどうしょうじょう

＊「頭弁帖」
　平安時代中期の書の名人、藤原佐理が書いた書状。数少ない佐理の書状として残る名品の一つです。

ご さい てん のう

こ の え のぶ ひろ しょうそくだん かん

こ  ひつ こ  ひつ ぎれ

て かがみ おおじょうむ

こう  や  ぎれ

■名品特別鑑賞での鑑賞作品について
ふくやま書道美術館が所蔵する屈指の名品を特別に鑑賞します。


